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研究成果の概要（和文）：漢方は中国医学から派生し、日本独自の医療文化に適応させた伝統医学である。漢方
関連書は主に中国医書と日本医書に分かれる。日本医書には出版に至らない稿本や講義録も多数含まれ、その内
容比較は困難であった。我々は医書を翻字したテキスト群を効率よく検索するシステムを開発し「漢方テキスト
複合検索データベース」として北里大学東洋医学総合研究所医史学研究部ホームページで公開した。今後テキス
トを増やし日本医書の調査に便を計っていく予定である。

研究成果の概要（英文）：Kampo is a traditional medicine derived from Chinese medicine and adapted to
 Japan's unique medical culture. Kampo-related medical books are mainly divided into Chinese 
medicine books and Japanese medicine books. Many manuscripts and lecture records that haven't been 
published are included in Japanese medicine books, then the comparison among their contents is 
difficult. We have developed a system that can efficiently search the texts transliterated from the 
medical books, and published it as a "Kampo text complex search database" on the website of the 
Medical History Research Department, Kitasato University Oriental Medicine Research Center. In the 
future, we will increase the number of listed texts and make it a convenient database for examining 
Japanese medical books. 

研究分野：医史学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今回開発したデータベースはパソコンだけでなくスマートフォンからの使用も念頭においた。類似文を微調整し
て見つけられるよう、同一行内で2語の検索ができ、検索語間の文字数を制限できるようにした。結果は前後を
比較しやすいよう一行ずつ並べ、クリックで該当部が表示される。本文表示では見出し行以外は開閉することで
簡易目次表示ができ、ダウンロードも可能とした。このような新規システムが無償公開されたことは意義深い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）漢方は中国医学から派生し、日本独自の医療文化に適応した伝統医学である。漢方関連の
医学書は主に中国医書と日本医書に分かれるが、日本医書には中国医書の引用がなされること
が多く、出版に至らない稿本や講義録が多数含まれる。写本では筆写の過程で内容に微妙な異同
が生じ、類似書が多数にのぼる場合には比較調査が繁雑となる。 
 
（2）漢方の医流には、中世から保存・応用された中国文献に基づく後世方派と、古典を重視し
旧弊の医論を廃した古方派とがある。これまで主として後世方派に関しては、漢方処方の由来や
出版医書の善本をめぐって文献的調査が行われてきた。また古方派については、現代臨床につな
がる診断・治療法の研究がなされてきた。江戸期における医学教育・臨床の場でこの二つの流派
は相互に影響を及ぼしつつ併存し、さらに折衷派と称される臨床家も活躍した。そして中国医学
から厳選された医学知識に日本独自の医論が追加され、口語主体の講義録や注釈書・処方集が残
された。当時の医術修得においては、その過程で写本を作成することが盛んに行われたため、複
数の異本や類書を有する写本群が多数存在している。しかし版本と違い善本がはっきりしない
ため、これらの写本群については包括的な研究が難しく、詳細な調査がなされないままとなって
いる。 
 
２．研究の目的 
（1）漢方（湯液・針灸）医学資料のうち善本の定かでない写本群を校勘し、可読性が高い定本
としての電子テキストを作成し公開することを最終的な目的とする。当時の医塾で盛んに筆写
された解説書・講義録・処方集などを対象とする。さらには、和語を駆使した口訣書を一覧でき
るようにし、漢文主体で輸入された中国医学がいかに解釈・教育されたかを調査できる検索シス
テムを開発する。東洋医学理論と我が国独自の医療文化との接点をこれらの資料から適宜検討
できる環境を用意し、現代の東洋医学教育・漢方臨床に役立てることを目指す。 
 
（2）日本医書が引用することの多い中国医書については、インターネットで公開されているも
のが増えている。将来的に和刻本の校勘過程を考慮に入れた電子テキストを作成し、日本医書と
ともに検索できるデータベースに組み入れられるシステムを構築する。 
 
３．研究の方法 
（1）漢方の写本群にはインターネット上で公開されている電子テキストは少なく、全国各地に
分散する所蔵元の図書館ホームページで画像公開されているものはごく一部である。本研究で
は資料性の高い写本についてコピーを収集し、相互比較して翻字した電子テキストを作成する
こととし、さらに中国医書についてはインターネットで公開されているテキストを一括変換の
うえ最善本・和刻本などで校勘し、日本医書と同時に検索できる形での公開を目指した。 
 
（2）収集したテキスト群全体、も
しくは日本医書のみ、中国医書の
みに分けた検索が可能なデータ
ベースを作成し、ウェブ・ベース
で閲覧可能なシステムの開発を
行った。 
 
４．研究成果 
（1）電子テキスト群を効率よく
検索できるシステムを開発し「漢
方テキスト複合検索データベー
ス」として北里大学東洋医学総合
研究所医史学研究部ホームペー
ジで公開した。合わせてデータベ
ースの更新ログを残し、随時利用
者に周知する目的で Facebookペ
ージを立ち上げ、ホームページに
リンクを作成した（図 1） 
 
（2）インターネット利用の半数
以上がパソコンでなくスマート
フォンからといわれる現状に即
して、本研究の複合検索比較・閲
覧機能はスマートフォンからも参

図 1 ホームページ（赤円はデータベースへのリンク） 



照しやすい簡便ものとした（図
2）。検索窓に入力しやすいよう、
専門用語の古字や異体字はスマ
ートフォンでも表示できる文字
を優先しつつ共通性が高い文字
コードの Unicodeで幅広く表示
できるようにした。 
 検索機能については、多少の
異同がある文章を微調整して見
つけられるよう、同一行内で 2つの検索語間の距離（文字数 20字まで）を制限できるようにし
た。その理由は、既存の検索エンジンにある「あいまい検索」機能は内部処理が不明で、詳細な
調査には不適当と考えられたためである。その結果、処方集のように複数語検索に向かない資料
についても、2つの構成生薬に絞って処方を探す場合など細かなニーズに応えられるシステムが
構築できた。また公開テキストが増えたときのために、ファイル名検索に切り替えられるように
もした。ファイル名はひらがなの書名・医家名と成立年を含み、ひらがなでも簡単に検索できる
ようにした。 
 
（3）検索結果は、前後の文脈を比較できるよう一行ずつ並べて文字列を色分けし、クリックや
タッチで該当部の本文を別ウィンドウで表示するようにした（図 3） 

 これまでパソコンのフォルダ内で複合検索できるプログラムは入手可能であったが、検索語
間の距離を設定し結果を比較表示できるものは管見に入る限り存在しない。検索語の近接度を
限定できる検索システムは、漢方文献に限らず、テキスト・データベースの調査環境を改善する
ものと考えられる。 
 
（4）本文表示では見出しとなる行は常時表示さ
せ、そこをクリックすることで続く本文を開閉
できるようにした。これにより特殊なプログラ
ムがなくてもブラウザで一階層の疑似アウトラ
イン表示ができ、見出しのみの目次と本文の表
示が瞬時に切り替えられるようになった（図 4） 
本文表示の一行目にはダウンロードのための
リンクを表示した。ダウンロード後にテキスト
の内容を一括して扱えるよう、画像などへのリ
ンクを含む書誌情報や目次となる見出し行は本
文の最初にまとめ、文献ごとに 1 つのファイル
で扱えるようにした。 

 
（5）2021 年 2 月よりホームページで検索シス
テムを公開後、6月 1日まで 65点の資料をアッ
プした。テキストは 1000点程度まで増加させて
いく予定である。資料収集過程での個々の知見は日本医史学会などで順次報告を行った。 

図 2 検索窓画面 

図 3 検索結果 

図 4 本文表示 
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８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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